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「もういくつ寝るとお正月♪♪」と言う訳で、今年も残り僅かとなりました。

風の子会は例年通りの活動を行って来ました。

残念な事に今年の３月までに退職する職員が３人も出てしまい、昨年の１１月か

ら募集を掛けたのです。しかし応募がなかなか来なく困っていました。やっと３月

に秋葉さんが、６月には石森さんが、そして１０月に曽我部さんが新職員として

勤務してくれました。有難うございました！

さらに！風の子会がいつも活動している建物、港区港南に有る「カナルサイド

高浜荘」が５年後に取り壊しになり、３年以内には何処かへ移転しなければなりま

せん。その移転する場所がまだ決まっておらず、我々風の子会は港区の障害者福

祉課にお願いをしている段階です。

幸 高史

「いつまでもだらだらしてないで、しゃきっとしなさいよ！」「っせーな。い

われなくてもわかってんよ！」姉とはいつもこんな調子だ。国立大で大手企

業に就職が決まっている姉と、浪人がほぼ確定している僕は、まるで人生の

勝者と敗者のようだ。「あんたの人生なんだから、あんたがちゃんと決めなさ

いよ！」「わかってるってば！」

数年後、中途半端な会社で機械仕掛けのねじの一部のような仕事をして

いる僕は、数年ぶりに姉に呼び出され、麻布のとあるバーへと足を運ぶ。大

学に入って家を出て以来、姉と会うのも数年ぶりだ。「ちゃんと生きてた？」

「まあ、それなりに」多少のぎこちなさを隠しながらグラスを重ねる。数年ぶ

りにあった姉は、ちょっと大人びて見えた。「仕事は？」「ぼちぼち」「ちゃん

と食べてる？」「まあまあ」「部屋はきれいにしてる？」「はいはい」「彼女で

きた？」「なんだよ質問攻めかよ？」「うん・・・」姉は少し照れたような顔をし

ながら左手をかざして見せた「あたしね、結婚するんだ」。

「は？ 結婚？ マジで！？」驚きのあまりチープなリアクションしかできな

かった。「長く付き合ってたんだけどね。そろそろ落ち着こうかなと思って」

「へーえ、姉さんが結婚、へーえ」ギムレットを注文しながら、からかいがち

に言う。そんな僕をかわしながら、姉は僕の顔をまじまじと見つめる「な、な

んだよ？」「あんたももう社会人なんだからちゃんとしなさいよ。父さんも母

さんもいろいろ心配してんだから」「お、おう・・・」「もちろん、あたしもだぞ」

と言いながら、僕のおでこを軽く指ではじく。

「ってぇな。わかってんよ・・・」言いながら、ギムレットに口をつける。

こんな姉なら、ちょっと欲しいかなって思ったりしちゃったりして・・・

小野塚 航

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ②
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僕の兄弟は、妹が一人いますが僕はで

きたら、お姉さんがほしかったのです。

なぜお姉さんがほしかったかというと、

妹だとすぐ「お兄ちゃんでしょう？しっか

りしなさいよ」とかなんとか言われ、下手

をすると小遣いをせびられるのがオチ。

ですから僕は、優しいお姉さんに何

でも打明けて相談できるような、そんな

お姉さんがほしかったのです。

太田 稔

私は妹が欲しいです。一所懸命妹の世話

をします。髪をセットしてあけたり、お弁当

を作ってあげます。カワイイ犬さんを作りま

す。妹にプレゼントをしてあげます。ぬいぐ

るみです。犬さん弁当の作り方です。白い

ご飯に肉そぼろをふりかけます。ゆで卵を

２つに切ってそぼろをごはんにのせます。ハ

ムを切って耳と舌を作ります。目は黒ごま

です。ゆで卵は眉毛です。毛はそぼろで

す。ハム耳＆ゆで卵眉毛＆黒ごま目＆ハ

ム舌と順番に入れます。カワイイプードル

べんとうの完成です。きっと、妹も喜びま

す。私は優しい兄になりたいと思います。

柳川 敬事

１０月３（土）ロータリー主催の会で、いきなりデビューしま
した非常勤の曽我部です。 現在、メンバーや職員にご迷
惑をかけながらも、一生懸命かつ楽しく頑張っています。
よろしくお願いいたします。

曽我部 温音
（そがべはるね）

③ ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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平成２７年１０月３日（土）１３:３０～１７:３０都立芝商業高等学校体育館に於い

てロータリークラブの「奉仕の集い ～風の子交流20周年記念～」を開催して頂きま

した。５部構成となっていて第１部は、来賓の挨拶がありました。風の子会からは、

会長＝花田正國（春兆）さんに挨拶して頂き、第２部で井出事務局長にスライドを使

いながら建ち上げ当時の『風の子会』からの紹介と活動内容とロータリークラブとの

関わりの重要性を。第３部では芝商業高等学校のダンス部による創作ダンスと風の子

会のパフォーマンスを披露しました。因みに当会はパフォーマンスとして歌を。誰も

が知っている有名な曲『上を向いて歩こう』を披露しました。が練習は１ヶ月もなか

ったので「よく歌えたな」というのが感想です。第４部では、パラリンピック元日本

代表による車いすバスケットボールの競技内容の説明と・芝商業高校バスケ部による

練習試合を観覧させていただきました。こちらは初めて観ましたが、専用の車いす同

士が激しくぶつかり合うのでとても圧巻でした。そして何よりもこの競技は「精神力

・集中力・上腕の筋力がないとできないな！」という事を思ったのが感想です。第５

部で締めの挨拶を会員の小野塚さんからして、解散となりました。

この様な記念パーティーを開いて

くださり大変ありがたく感じると共

に至極恐縮に存じます。改めて当風

の子会は、大事にされてるのだなと

感じました。ロータリークラブの皆

様、当会を末永くよろしくお願いし

ます。また芝商業高校の校長先生並

びに生徒の皆さんありがとうござい

ました。

三木 直人
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ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ④
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今回、区民祭りに続きヒューマン祭りにも参加させていただきました。こちらの方は、

区民祭りと比べると規模は小さいのですが終始たくさんのお客さんが来てくださいまし

た。こちらでは、販売のみならず各ブースをまわらせて頂きました。ご飯を売ってた出

店があったので、立ち寄りそこでお昼ご飯にしました。

とても美味しかったです。

こちらの祭りも楽しく美味しく無事に過ごせました。

皆様、ありがとうございました。

秋葉 博

今回後半売り子のため、午前中

に班の皆さんとスタンプラリーを

やりました。その後のくじ引きで

は、残念ながら４等でしたが、生

活に必要な日用品を頂くことが出

来たので、良かったかなと思いま

す。売り場の方はスタンプラリー

をするついでにお客様が目を止め

てくださり、少ない数でしたが、

売ることができました。

石森 翠
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⑤ ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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１０月３１日土曜日。風の子会でクラブ活動がありました。松本先

輩と田中先輩と三木さんと野田さんはプールに行きました。太田さん
は企画室で本を読んでました。私は岸田先生と歌を歌いました。ふる
さとと上を向いて歩こうです。元気にやりました。大きな声で歌いま

した。声を出すのは大切です。続けたいと思います。
柳川 敬事

風の子会では、毎月最終土曜日にクラブ活動を行っています。

運動部、料理部、手芸部、読書部などメンバーそれぞれがやりたい活動

をしています。

そこで一緒に活動に参加してくれるボランティアさんを募集します。

メンバーと一緒にクラブ活動に参加してみませんか？

詳細は風の子会までお問い合わせください。

次回のクラブ活動は１２月２６日（土）１３時からです！

皆様のご参加お待ちしております！

風の子会メンバー一同

TEL：０３－３４７４－９６７４

よろしくお願いします！

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ⑥
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僕と真部千代子さんとは、十六年前僕が風の子に入会をした頃から、仲良くさせ

。 、ていただきました 色々と千代子さんとの想い出がありすぎて書ききれませんが

一緒に食事や買い物などに行き、僕の母とも仲良くさせてくれ、本当に感謝の気

持ちでいっぱいです。そして、ボラティアさんとの交流が深く、今の風の子があ

るのも、千代子さんの努力や人柄だと思います。本当にありがとう。ちいちゃん

。 。 。 、大好きだよ 一生忘れないよ お疲れ様でした 天国に行っても風の子を忘れず

見守っていてください。

合掌

田中 聡

楽しい思い出をありがとう。

福島 基予子

長い間お世話になりました。

小野田 浩

秋空逝く 戦後を詠い 来し仲間

＊戦後を生き抜いてきた世代がその原動力にもしていた懐かしの歌。ちょうど

風の子誕生期からの風仲間の世代の活躍期でもあったのだ。懐かしさがこみ上げ

て来る。

君の居ぬ 祭り舞台の 淋しさよ

＊今年の文化祭、舞台で唄っていて淋しさを感じた。いつも隣か応援席に居た

彼女が居ないのだ。訃報を知ったのは間もなくだった。

行き会いしを 鴨来る池に 懐かしむ

＊有栖川公園の前の施設の住人の彼女とは時折り公園でお会いしていたような

気がする。

花田 政國

⑦ ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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長い間お世話になりました。天国へ行っ

てもみんなの事を忘れないで見ていて下

さい。ご苦労様でした。

朝生 孝之

千代さんどうもありがとう、長いことお

世話になりました。天国に行っても元気

でいて下さい。

野田 広一

千代さん煎餅をくれてありがとうございました。私たちを見守って下さい

柳川 敬事

天国でも風の子ことを忘れないで下さい。

掛橋 竜也

約２０年前ちーちゃんとかみさんと３人でお風呂に入った事を、お風呂に入る度

に思い出します。ちーちゃんとかみさんどっちを先にお風呂から出すか、悩んだ

ものです。当時を懐かしく思います。

松本 成子

色々と気を遣ってもらって、いつも華やかで、目の保養にさせてもらいました。

優しいところがいっぱいな人でした。いないと辛いです。

高野 カネ

ありがとう。会えて良かったです。天国行ったら会いたいな。

飯尾 直美

楽しい時間を過ごせることができました。本当にありがとうございました。

松本 恵司

本当に長い間お世話になり

ました。私が２３才の頃、

井出さんと千代さんと一緒

に、韓国料理を食べに行っ

たことがありました。私が

３０才の頃、一緒に韓国ド

ラマを見たことがありまし

た。皆のことを忘れないで

見ていて下さい。

斉藤 臣一

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ⑧

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２０１５年１２月２３日発行ＳＳＫＳ通巻第６６２５号 風の子便り



送迎の時、麻布十番とかグラウンドがある道を通る時に、あなたのことを思い出

します。あなたのことだから、そちらへ行っても沢山の友達を作っているのでは

ないでしょうか。寂しくないでしょう。たまには風の子のことを思い出して遊び

。 、 。 、に来てください 私は霊感が強いから あなたがいればわかると思います では

またね。バイバイ。

太田 圭子

ちーちゃんへ。今僕は風の子へ通っているけれど、ものすごく寂しいです。底抜

けの明るさでいつもみんなを笑わせてくれたちーちゃん。あなたはいつも僕の心

。 。に生き続けています ちーちゃん以上に明るい人にはもう出会わないと思います

なぜ先に逝っちゃったの？でも、仕方ありませんね。僕はちーちゃんのことを一

生忘れないでしょう。ちーちゃん、永久（とわ）に。

太田 稔

長らく一緒に過ごしてきた真部さん。企画と工房という違う場所での活動だった

とはいえ、食事の際や行事などで会った際はよく話しかけて頂きました。持ち前

の明るさと喋り好きの性格で、無口な僕も楽しく会話することが出来ました。僕

が土曜日出勤を止めてからは会う機会が激減してしまいましたが、それでもたま

に行事などで会えた際にはよく楽しく会話していました。風の子のムードメーカ

ーである真部さんが居なくなると一気に寂しくなりますが、これからも皆で頑張

って行くので見守って下さいませ。

田村 亮彦

私が真部千代子さんと出会ったのは、約２０年前です。以来お酒に誘われたり・

タクシーに同乗させて貰ったり・休憩時にお菓子を貰ったり・バレンタインにチ

ョコレートを貰ったりと、心の温かい人で常に彼女の周りには多くの人が集まっ

ていました。[外に出よう 」では一緒の班になったこともありましたし、送迎で」

は同じほうめんだったので車の中では楽しくおしゃべりもしました。冥福をお祈

り致します。

三木 直人

飲み会で楽しそうにしていたちよさんの

ことを、昨日のことのように思い出しま

す。あっちで母と会ったら楽しく飲んで

ください。

小野塚 航

いつもおしゃれで明るくて、和ませてく

れる人でした。そんな千代さんがとても

好きでした。ご冥福をお祈りします。

青木 和代

⑨ ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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親愛なる千代子さんへ

ちいちゃんは、私のこと”あけちゃん”と呼んでくれましたね。もう”あけちゃ

ん”と呼んでくれる人がいません。私を信頼してくれてありがとう。沢山の思い

出をありがとう。そして、いろいろありがとう。

ちいちゃんと私の共通点は、ショッピング大好き、おしゃれ大好き、グルメ大好

き、イケメン大好きな２人はいつも話が弾んで楽しかったわ。情熱的なちいちゃ

んから、メールには、いつも”大好きなあけちゃん”と、とても嬉しかったよ。

ちいちゃんは、風の子にとって貴重な存在でしたので残念です。風の子に何を言

” ” 。 「 」い残したかったですか？常に 私は幸せ者 と言っていましたね 最後まで 女

を貫いたちいちゃんは人生をエンジョイし、見事な生涯でした。１０月７日、北

里病院に会いにいった時、か細い声で”会いたかったと言ってくれましたね。そ

の言葉忘れません。一度は天海ママに会いたかったでしょうね。

私は２人に会えず、とても淋しく辛いです。今は大好きな、大好きなお母さんの

元で沢山のお話しをしていることでしょう。

感謝でいっぱいですから”さよなら”は言いません。

合掌

田中 あけみ

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ⑩
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ちーちゃん、天国でも明るくきれいに。

岡本 明

ちーちゃん、今どうしてますか。天国に着いて1か月、もう慣れたでしょう

か。もちろん天国でもきれいにして、明るくおしゃべりしているでしょうね。

風の子会天国実習所では仲間たちともう会えましたか。ちーちゃんが加わって

一層明るくなったでしょうね。代わりに高浜実習所は、もうあの笑顔、声がな

くなってしまって、少しさびしくなりましたよ。

ちーちゃんについては思い出すことがたくさんあるけど、真っ先に思い出す

のは、警察で私のために大演説をしてくれたことです。何年か前、私が高浜実

習所の下の道路に車を停めていて、駐車違反をくらってしまったとき、ちーち

ゃんが「私も行って謝ってあげる」と言って一緒に高輪警察に行ってくれた。

だけど、警察では謝るんじゃなくて 「この人は私を会議のために自分の車で、

連れてきてくれて、3階の部屋まで連れて行ってくれたんですよ。そしていろ

いろ世話してくれて、ちょっとお話していただけなのよ。私たちは歩けないか

ら車で連れて行ってもらうしかないんです。それなのになんで捕まえるんです

か 」って始まって、延々と文句を言い続けてくれた。とうとうお巡りさんは。

閉口して 「わかりました、わかりました。今回は罰金にはしませんけど、違、

反は違反ですからね！ これから気を付けてくださいよ 」と無罪放免になり。

。「 、 。 。」 、ましたね ちーちゃん ありがとう でもすごい迫力だったね と言ったら

「私だって緊張して震えながら話してたのよ 」と笑ってましたが。。

たぶん天国でも同じようにほかの人の面倒を見てるんでしょうね。ときには

高浜実習所のことも思い出して、天国から面倒を見てくださいね。これからも

きれいにして、明るくすごしてください。



賛助会にご賛同くださった方

渡辺 さよ子様

寄付を下さった方

國枝 三代子様、真部 千代子様、石田 修一様、

薜 永日様

ご協力ありがとうございました
※１０／１～１０／３１

にご入金くださった方

１２月 ５日（土） 障害者週間
１２日（土） クリスマス会

２６日（土） クラブ活動
２９日（火）～１月３日（日）冬休み

１月 ９日（土） 初詣（成田山）

２月 １３日（土） 料理教室
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風の子便り連載 岡本 明
バリアフリーよもやま話 第45回 「食事支援ロボット」

前回は移乗支援ロボットをご紹介しました。今回はもう一つ、ユニークなものをご紹介します。

手足が不自由で自分で食事をとれない人には食事介助が必要です。食事は1日の生活の中

でも楽しみなもので、食べさせてもらうにしてもできるだけ楽しく、自由に食べたいものです。しか

し、人手が足りない施設などでは一人の職員が同時に2、3人の介助をしなければならない場合も

あり、とくにおかずやごはんなどを、「次は何を食べたい？」と聞きながら介助するのはなかなか難

しい状態にあります。風の子会でもそこまで充分にはできていません。本当はごく普通に、食べた

いものを食べたい順番に食べられるようにしたいものです。そこで、自分で好きなものを選ぶと口

まで持ってきてくれるロボットがあったら、と考えて作られたのが食事支援ロボットです。

セコムが開発し販売している「マイスプーン」は、2002年に日本で初めて商品化されたもので

す。今年の国際福祉機器展にも出展されていました。価格は38万円～44万円くらいで、個人が

買うにはちょっと高いですが、それでもこれまでに約300台が販売されたそうです。自分で食べた

い、という強いニーズがあるのですね。これによって介助者の負担も減り、食べる人の満足度も上

がります。すでにいくつかの市で日常生活用具給付品目（原則として1割負担で購入できる）に

採用されていますが、都内ではまだ自費で購入しなけれ

ばならないとのことです。

料理は、4つに仕切った専用の弁当箱のようなトレイに、

一口サイズにして盛り付けます。マイスプーン本体にはス

プーンとフォークが付いていて、これで食べ物を挟んで口

のところにもってきます。食べる人は、障害に応じてジョイ

スティックや押しボタンのスイッチで操作します。豆腐など

の柔らかいものも食べられます。スプーンは口元位置で停

止し、食べる人自身が顔を前に動かしてスプーンから食

べ物をくわえるようになっています。飲み物も専用のホルダ

ーに乗せれば飲めます。

マイスプーンには異常監視機能がついていて、機械に異常が起きると自動的に停止し、口に

怪我をすることがないようになっています。

自分で好きなもの好きなように食べられるということはすばらしいですね。ただ、食べ物は一口

サイズにしておかなければならないので、ソバやうどんをツルツルっと楽しむことはできません。ス

テーキをナイフで切りながら食べるのもまだ無理でしょう。お寿司にちょっと醤油を付けても難しい

でしょうね。これからますます進歩して、いろいろな食べ方ができるようになることを期待したいと思

います。

写真 セコム（株）様提供

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ⑫
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る
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、
そ
の
荷
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に
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れ
か
ら
数
十
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、
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と
圭
子

は
お
か
け
様
で
幸
せ
に
暮

ら
し
て
お
り
ま
す
。

太
田

稔

昭和から平成にかけての出来事

スリーツリーから観た昭和～平成

１９８７年４月１日国有鉄道が民営化されてＪＲ７社（ＪＲ東日本・ＪＲ西日本

・ＪＲ東海・ＪＲ九州・ＪＲ北海道・ＪＲ四国・ＪＲ貨物）になりました。海外の

旅行者曰く「日本の鉄道は、時間に正確で、１分遅れても利用者（乗客）に謝るの

でとても好感がもてるのだ」そうです。

１９８８年（昭和６３年）３月青函トンネルが開通したのと同時に青函連絡船の

運行が終了となりました。ですからもう歌の世界で思い出すしかありません。そう

あの『津軽海峡冬景色』です。昭和は１９２６年１２月２５日～１９８９年１月７

日までです。

１９８９年（平成元年）１月７日昭和天皇が崩御され翌８日、昭仁親王が天皇に

即位、元号が平成に替わりました。この『平成』という元号は、学者４名で決めて

貰ったそうです。ポイントは省略しても他の元号と間違えがおきないことと誰でも

わかりやすいことを考慮した結果『平成～ＨＥＩＳＥＩ～』という元号になったそ

うです。４月１日消費税３％（先進国の中では低い方）西欧では１５％という国も

あります。但し社会保障がされているので国民は納得しているそうです。現在の消

費税は８％ですが、数年後には１０％に上がるみたいです。９月、あの人気歌番組

「ザ・ベストテン」が１１年間で幕を下ろしました。いわば自分の青春そのもので

した。この番組は舞台演出に凝って歌手一人一人違う演出したり追っ掛け隊と言っ

て新幹線の僅かな停車時間に歌わせたりとハラハラドキドキして面白かったです。

１０月、日本シリーズで読売巨人対近鉄バファローズ戦で、読売巨人軍が３連敗後

４連勝しての逆転優勝。

⑬ ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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今年は、僕にとって色々とあった一年でした。仲
良くしてくれていた職員の退職や、新職員との出
会い、四月には、メンバーのお母さんがお亡くなり
になり、十月にぼくと仲良くさせていただいた、メ
ンバーがお亡くなりになりました。そして、僕も入
院をしたり、現在は、歯の治療をしに口腔保険セ
ンターへ通っています。本当に今年を振り替える
と、色々とあった一年でした。来年こそ、素敵で可
愛い女性と巡り会うような、そんな良い年を迎え
られるようにしたいです。

田中 聡

探
せ
ば
見
つ
か
る
家
の
近
く
の
ア
ナ
ロ
グ
ゲ
ー
ム
サ
ー
ク
ル
。

今
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た
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つ
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未
だ
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と
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な
い
の
で
分
か
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が
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て
道
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や
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場
内
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不
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ば
今
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こ
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も
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で
い
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予
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で
す
。

目
黒
・
自
由
が
丘
・
田
町
・蒲
田
・大
森
近
辺
で
遊
ん
で
い
る

の
で
す
が
、
誰
か
一
緒
に
遊
び
に
来
れ
る
方
は
居
ま
せ
ん
で
し

ょ
う
か
。

田
村

亮
彦

大学を卒業後に山形に戻っていたＳ先輩
が、仕事の都合で東京に来ることになり、
東京にいる間は僕の部屋に泊めてくれない
かと頼まれた。ただそれは２、３日ではな
く２週間というちょっと長い期間だ。後輩
の障害者の部屋に長逗留するなんて奇特な
先輩だ。朝早くに出かけ、長野や横浜、川
越などあちこち駆け回って夜遅くに戻って
くる。たまに早く戻ってきても、ノートパ
ソコンで書類作成やデータの打ち込みなど
を遅くまでしていたりする。ハードに働く
先輩を尊敬しつつ、そんなときにこんな僕
を頼ってくれたことが少し嬉しかったりも
する。

Written at 2015.11.10
小野塚 航
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